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１ はじめに 
災害が起こりやすい場所や災害が起きたとき

に避難する場所などを示した防災マップは，行

政機関により作成され，印刷物として地域住民

に配布されたり，インターネット上で公表され

たりしている．特に，東日本大震災後は，その

必要性や有効性が広く認知されるようになった．

しなしながら，防災マップには次に示す利用上

の課題が考えられる．(1)【防災マップの所有率

が低い】日本損害保険協会の報告によれば 2009

年に防災マップの所有率は 10%程度であった[4]．

この状況では，いざというときに防災マップを

活用することが難しい．(2)【地元住民以外の人

への提供が難しい】災害が起こったときに，旅

行者などの地元住民以外の人へも災害が起こり

やすい場所や避難所などの情報を提供すること

が理想である．現状では，各自治体のホームペ

ージなどで防災マップを公表していることが多

いが，実際に閲覧するためには時間も手間もか

かる上に，土地鑑がなければどの方角に避難す

れば良いのかもわかりにくい．また，普及が進

んでいるスマートフォンには緊急避難情報を確

認することができるアプリが無料で公開されて

いるが（例えば，ファーストメディアの「全国

避難所ガイド」），アプリのインストール作業

等が必要のため，非常時での利用は限定的なも

のになると考えられる．(3)【情報の更新が難し

い】災害発生後に被災しやすい場所や避難所が

変更される場合がある．印刷物としての防災マ

ップでは，このような変更には即応できない． 

そこで本研究では，防災マップの利用上のこ

れらの問題を少しでも解決するためにマップサ

ービスを利用した緊急避難情報を提供する仕組

みを提案する．特に，必要最小限の操作で所在 

 

 
図１：スマートフォン上での表示例 

 

地周辺の緊急避難情報を素早く閲覧することが

できるように，さらに，できるだけ低コストで

システムを実現することを目標に掲げた． 

 マップサービスとは，PC やスマートフォンで

電子地図を表示する機能のことである．地図を

表示するだけでなく道案内をしたり，航空写真

を表示したりする機能も併せ持つ．無料のマッ

プサービスは，Google マップ[1]や Yahoo!地図等

いくつかのサービスが存在する．本研究では，

このうちの Google マップを利用することにした．

これは Google マップには地図上に様々な情報を

追記することができる API が公開されているか

らである．特に，本システムでは，地図上にマ

ーカーとポリゴンを描画する機能と経路探索機

能を利用した． 

 

２ 提供システムの機能と実装 
 開発システムは，スマートフォンをもつ人に

対して，アプリのインストール作業等を必要と

せず，ブラウザに専用 URL を入力するだけで所
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在地周辺の緊急避難情報（避難所，警察署，水

害・土砂災害・交通事故の起きやすい場所の情

報，最寄りの避難所までの経路）を地図

（Google Maps）上に重なった状態で閲覧するこ

とができる機能を提供する．表示例を図１に示

す．危険な場所は，大きめのアイコンや色つき

のポリゴンを利用して表示される． 

 PC 用の画面では，緊急危険情報の閲覧だけで

なく，マウス操作によって情報を更新すること

もできる（図２参照）．更新されたデータは，

閲覧者が表示画面を変化させれば直ちに反映さ

れる．この編集操作も対応ブラウザがあればす

ぐに利用できるので，危険情報の変更にも迅速

に対応することが可能である． 

 

 
図２：避難情報の編集画面 

 

 
図３：提供システムのイメージ 

 

図３にシステムの構成を示す．緊急避難情報

は，Google のマップサービスとは独立した Web

データベースに蓄積する．これは，サーバ側で

必要となる避難情報を選択して通信量を抑えた

り，本システムの Google マップへの依存度を軽

減したりするためである． 

 

３ 情報表示までの時間 
 本システムは，できるだけ速く危険情報を表

示できるように設計された．その確認のため，

高松市の南部において，スマートフォン

（docomo SO-01C，3G 通信）を使って，実際にブ

ラウザの起動後に図１のような画面を表示する

までにかかった時間を計測した．無線回線の混

み具合や表示させる範囲によって前後するが約

50 秒で表示することができた（通信量は約

650KB）．同様な条件で，高松市役所のホームペ

ージから高松市市街地南部地区の防災マップ[3]を

表示させた場合は，約 3 分 10 秒（通信量は約

3MB）必要であった．この防災マップは PDF ファ

イルで公開されており，比較的広範囲のラスタ

データなのでこれほどの差が現れたと思われる． 

 

５ おわりに 
 本研究では，マップサービスとそれに対応し

たブラウザを利用して，緊急避難情報を簡単な

操作で素早く提供することが可能なシステムを

試作し，その評価をおこなった． 

本システムのようなブラウザ上で稼動するソ

フトウェアは，いわゆるアプリ型のものと比べ

ると，利用可能な機能が制限されたり，インタ

フェースが限定されたりするが，開発や公開

（維持管理）に関しては，コストが低くなる．

さらに，起動のための専門的な知識もそれほど

必要ではないために，今回の目的のように必要

最小限の情報を閲覧するためだけのものであれ

ば Web アプリケーション型のアプローチが適し

ていると思われる． 

現在，スマートフォンの普及率は約 40%である
[2]．今後もさらに伸びることが予想されているの

で，スマートフォンを使った防災・防犯などの

情報公開はひとつの選択肢として無視できない

状況になっていると思われる．今後はこのため

のインフラ整備及びルール作りを推し進める必

要があろう． 

本システムでは，現在，香川県と徳島県の一

部の危険避難情報の登録が終わっている．今後

は，対象範囲を広げると共に，実用実験を試み

る予定である． 
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